
 

 
救急車は，けがや急病などで緊急に病院へ搬送しなければならない傷病者のためのもので

す。緊急性がないのに救急車を呼ぶと，本当に救急車を必要とする事故や急病が発生した時

に遠くの救急車が出動し，到着が遅れることで救える命が救えなくなる恐れがあり

ます。 

緊急性がなく自分で病院に行ける場合は，救急車以外の交通機関等を利用して下さい。 

  

＜図１＞ 

  

 図１は鹿島地方事務組合消防本部管内（鹿嶋市・神栖市）における，平成２１年から平

成３０年までの救急出動件数（不搬送を含む）です。救急出動の件数は，年々増加してい

ることがわかります。 

5,365件

5,634件

6,122件
6,264件 6,235件 6,203件

6,481件

6,839件

7,101件

7,334件

4,500

5,000

5,500

6,000

6,500

7,000

7,500

8,000

救急出動件数の推移

0

増加!! 



＜図２＞ 

図２は，直近６年間の

救急出動の件数（不搬送

を含む）と，その内の軽

症者の人数です。 

 

 救急出動のおよそ半数

は入院の必要がない軽症

の人であり，救急搬送が

必ずしも必要なかったと

思われるケースも少なく

ありません。 

＜図３＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜図４＞                       

図３のとおり，救急車が現場へ到 

着するまでに平均約１０分，病院へ

収容されるまでに平均約５０分もか

かっています。 

図４は平成３０年の救急出動のう

ち，救急搬送された人の傷病の程度

ごとの割合です。 

  

 緊急性がない人を搬送したため，

一刻も早く病院へ行く必要のある傷

病者が，遠くから来る救急車を待っ

た可能性があります。 
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・優先的に診てもらえる 

・交通手段がない      これらの理由で救急車を呼ぶことは控えてください！ 

・救急車は無料だから 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 いざという時は，総務省消防庁が作成した，救急車を利用する際の留意点等について記載

した「救急車利用マニュアル」や看護師等が救急要請の要否や応急手当のアドバイス等を実

施する「おとな救急電話相談（＃７１１９）」，急な病気やケガをした時に緊急度に応じた必

要な対応をサポートする救急受診アプリ「Ｑ助（きゅーすけ）」なども活用してください。 

 

 救急車は地域の限られた救急資源です。本当に救急車を必要としている人のためにも，救

急車の適正な利用にご協力をお願いします。 

 

 

鹿島地方事務組合 消防本部 

救急車を本当に必要とする人のために 

適正利用についてご協力をお願いいたします 


